
新林公園の樹木の花 

                                                  ０９年３月    新林公園みどりの会  黒澤 隆 作成 
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新林公園の樹木の花 

春から夏へ、新林公園では木々が次々と花を咲かせます。 

クヌギ（ブナ科） 

１０ｃｍもの長い雄花を垂らします。 
コナラ（ブナ科） 

当公園で最も多く見られる樹種です。 

タブノキ（クスノキ科） 

海岸地帯の照葉樹林の代表です。 

イロハモミジ（カエデ科） 

新葉と同時に真っ赤な花をつけます。 



  

 

新林公園の樹木の花   その２ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルバウツギ（ユキノシタ科） 

ここでもっとも普通に見られるウツギです。 

エゴノキ（エゴノキ科） 

５月に豪華に白い花をつけます。 

ミズキ（ミズキ科） 

ミズキは５月、同属のクマノミズキは一月遅れ

て６月に花を咲かせます。 

コゴメウツギ（バラ科） 

可憐な米粒のような花を沢山つけます。 



 

新林公園の樹木の花  その３ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カジイチゴ（バラ科） モミジイチゴ（バラ科） 

キイチゴの花    新林公園には美味しい実をつけるキイチゴ類がたくさんあります。 

ナワシロイチゴ（バラ科） 
エビガライチゴ（バラ科） 
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これは花 ？ 

タブノキの新葉 

シロダモ（クスノキ科）の新葉 

これも花 ！ 

  
ハナイカダ（ミズキ科） 

花も実も葉の真ん中につきます。 


